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司法行政文書開示通知書

令和2年2月14日付け（同月17日受付，第014720号）で申出のありま

した司法行政文書の開示について， 下記のとおり開示することとしましたので通知

します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

（1） 令和元年度判事任官者研究会日程表（片面で1枚）

（2） 令和元年度判事任官者研究会参加者名簿（片面で3枚）

（3） 「参考統計表」 と題する文書（片面で1枚）

2 開示しないこととした部分とその理由

1の(1)の文書には，個人識別情報（氏名）が記載されており， この情報は，行

政機関情報公開法第5条第1号に定める不開示情報に相当することから， この情

報が記載されている部分を開示しないこととした。

3 開示の実施方法

写しの送付

担当課秘書課（文書室） 電話03 （3264） 5652 （直通）



令和元年度判事任官者研究会

日 程 表
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10:00 12:00

説明と意見交換

,｢中堅裁判官として裁判所の組織運営を考える」

総務局第一課長

平城文啓

人事局総務課長

福島直之

P b

9:50 10:50

説明と意見交換
｢経理から見た裁判所」

経理局総務課長

榎本光宏

11:00

説明と意見交換

12:00

｢裁判所の情報セキュリ
テイ」 ．

情報政策課情報セキュリ
ティ室長兼参事官

吉田智宏

13,:00 15:00

講演と意見交換

｢刑事裁判の現状と課題」

東京高等裁判所部総括判事

大熊 ・ 之

15:20 17:20

報道記者との座談会

｢司法に求められるもの－司法の役割と
機能一」

A班記者 ■■■■■■■■

記者 ロ■■■■■■■

司研教官矢尾和・子

B班記者 ■■■■■■■■
記者 ■■■■■■
司研教官鈴木 巧

c班記者 ■■■■■■■

記者 ■■■■■■■
司研教官岡崎克彦

D班記者 ■■■■■■■
9 記者 ■■■■■■■

司研教官中丸 隆

13:00 14:50

講演と意見交換
｢国際法と国内裁判」 （国際人権法と国
家元首の免除を題材に）

外務省国際法局参事官

御巫智洋

15:10 17:10

講演と意見交換
｢民事裁判の現状と課題」

東京高等裁判所部総括判事

後藤 博

14 金

9:50 11：30

説明と意見交換
｢人事制度の仕組み等」

人事局長

堀田眞哉

人事局任用課長

馬場俊宏

11：30 12:00

DVD視聴

｢職場における
セクシュアル．

ハラスメントの

防止について」
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12:30 16：

共同研究（班別）

｢裁判所における部の役割について」
ノ
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篠田賢治
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鈴木 巧
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令和元年度判事任官者研究会

参加者名簿
考備氏 名高裁管内 本務庁等
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最高裁情報政策課東京

最高裁総務局
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田
西
島
上
神
森
岡
川
野
島
山
野
崎
木
藤
畑
川
山
本
田
原
田
井
引

最高裁行政局

知財高裁

東京地裁

前

松
満
本
綿
堂
梅
宇
橋
鬼
多

東京家裁

横浜地裁

さいたま地裁

本
野
詰
丸
良
澤
藤
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原

さいたま地裁越谷支

千葉地裁 々

前

佐
東
國

水戸地裁

宇都宮地裁
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考備氏 名高裁管内 本務庁等

洋 輔

知 佳

海

涼 介

見 房

雄 一

雅 之

慎 也

弾

紀一朗

隆 太
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晃 弘
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達
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康 子

隆
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隆 介

望

佳那子

一 仁

哲 哉

隆 大

健 嗣

学

幸 平

八 重

裕 一

良 平

邦 人

宇都宮地裁真岡支

前橋家裁高崎支

静岡地裁

中 畑

竹 内

林 田

見 原

阿久津

簑 川

甲 元

岡 野

加 藤

清 水

須 藤

田郷岡

並 河

藤 田

丸 山

溝 口

宮 崎

増 田

近 江

三 浦

五十部

小 野

雨 宮

平 野

小 林

植 村

賀 来

後 藤

須 田

曽 我

寺 田

細 川

武 藤

佃

中 嶋

東京

静岡地裁浜松支

新潟地裁

大阪地裁大阪

大阪家裁堺支

京都地裁舞鶴支

神戸地裁

和歌山地裁

和歌山地裁新宮支

和歌山家裁

名古屋地裁名古屋

〃
ｊ
ｊ

名古屋地裁豊橋支

名古屋家裁

津地裁

岐阜地裁大垣支



考備氏 名高裁管内 本務庁等
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山口地裁

山口地裁萩支
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岳
隆
英
洋
佑
菜
佳

（

福岡地裁飯塚支

福岡家裁

佐賀地裁

佐賀家裁唐津支

長崎地裁厳原支

熊本地裁 ，

鹿児島地裁

鹿児島地裁加治木支

宮崎家裁延岡支

那覇地裁

仙台家裁

仙台家裁古川支

山形地裁酒田支

青森地裁

仙台

札幌家裁

旭川家裁

高松地裁

谷札幌

バヒスバラン

深 見

湯 川

木 田

高松

松山家裁

合計 102人



参考統計表

第1表通常訴訟事件，略式請求事件の処理状況 （平成21年～30年）一高裁・地裁・簡裁･-------･- 1

〔参考グラフ〕通常訴訟事件，略式請求事件の推移

（平成21年～30年）－高裁・地裁・簡裁－－－－－1

〔参考グラフ〕通常第一審事件の新受人員の推移 （昭和24年～平成30年）－地裁------2

第2表長期係属実人員の長期化事由別内訳 （平成21年～30年）一高裁・地裁------3

第3表事案複雑等を事由として審理期間が2年を超える長期係属事件の

合議（法定・裁定）･単独別，罪名別審理長期化の事由 （平成30年末現在）一地裁------3

〔参考グラフ〕事案複雑等を事由とする長期係属実人員の推移

． （平成ll年～30年各年末現在）一高裁・地裁・簡裁-----4

第4表被疑者段階の国選弁護人請求の処理状況 （平成21年～30年）一地裁・簡裁------5

第5表通常第一審において弁護人が選任された人員 （平成21年～30年）一地裁・簡裁------6

第6表通常第一審における終局事件の自白・否認別平均審理期間，平均開廷回数，

平均開廷間隔及び平均取調べ証人数 （平成21年～30年）一地裁・簡裁------7

第7-1表通常第一審における終局人員の審理期間，平均開廷回数及び平均開廷間隔

（平成21年～30年）一地裁------8

第7-2表通常第一審における終局人員の審理期間，平均開廷回数及び平均開廷間隔

（平成21年～30年）－簡裁------9

第8表通常第一審における通訳翻訳人が付いた外国人事件の有罪人員

（平成21年～30年）一地裁・簡裁------10

〔参考グラフ〕通常第一審における通訳翻訳人が付いた外国人事件の有罪人員の推移

（平成21年～30年）一地裁------10

第9表通常第一審における被告人に通訳翻訳人が付いた外国人事件の言語別終局人員

（平成26年～30年）一地裁・簡裁------11

第10表簡易公判手続決定人員と決定取消人員 （平成21年～30年）－地裁・簡裁------12

第11表刑訴法332条による移送人員 （平成21年～30年）一簡裁－－－－－-12

第12表即決裁判手続により審判が行われた人員 （平成21年～30年）－地裁・簡裁------13

第13表控訴申立人員及び控訴率 （平成21年～30年）一地裁・簡裁－－－---14

第14表犯罪被害者保護関連法に基づく諸制度の実施状況

（平成21年～30年）－高・地・簡裁総数------15

第15-1表通常第一審における被害者参加の申出があった事件の状況（処断罪名別）

（平成30年）－地・簡裁総数------16

第15-2表通常第一審における被害者参加の申出があった事件の状況（年別）

（平成21年～30年）一地・簡裁総数------16

第16表刑事損害賠償命令事件の処理状況 （平成20年12月～30年）一地裁－－－－－－17

第17表刑事損害賠償命令事件の終局区分別終局件数 （平成20年12月～30年）一地裁------17

第18表逮捕状の請求と発付等

（昭和55, 60年，平成2, 7, 12, 17, 22, 26～30年）一簡裁・地裁－－－－－－18

第19表差押・記録命令付差押・捜索（許可）状・検証許可状の請求と発付等

（昭和55, 60年，平成2， 7， 12， 17， 22， 26～30年）一簡裁・地裁－－－－－－19

第20表勾留請求と勾留状の発付等

（昭和55, 60年，平成2,7, 12, 17, 22, 26～30年）－簡裁・地裁------20

第21表通常第一審における勾留，保釈請求，保釈人員及びその割合

（昭和55, 60年，平成2， 7， 12， 17， 22， 26～30年）一簡裁・地裁------21

第22表準抗告事件の処理状況 （平成21年～30年）－地裁－－－－－22

第23表医療観察処遇事件における終局区分 （平成17年～30年）一地裁－－----23

最高裁判所事務総局刑事局

（平成31年3月19日作成）


